
  

 

  

  

 

  

   

                                                   

 

 

  

   

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

月号 電話/FAX ０８９７-５７-７２４８ 

 
新採教員時受け持った５年の学級に、赤毛のアンのように明るく話好き

の子どもがいました。アン（仮名）は俊敏
しゅんびん

な子どもで、“赤毛のアン”そっくりでした、見たことな

いけどたぶん。おにごっこでつかまえることも、ドッジボールでボールを当てることも、私にはで

きませんでした。 

とあるのどかな昼休み、教室の机で子どもたちの日記を読んでいたとき、まぶたが自主的に

“閉店ガラガラ”となってしまいました。どれくらいウトウトしたでしょうか、アンの口癖
くちぐせ

「あんのう

ねえ先生」という大きな声が耳元
みみもと

で聞こえ、目を開けると、そこにアンが手を挙げて立っていま

した。私の背中をぱちんと叩
たた

き、キタキツネのようにぴょんと跳ねたアン。その挑発
ちょうはつ

に乗せられ、

イスから立とうしてイスから転倒した私。足先をみると二つの靴
くつ

の紐
ひも

が机の止まり木越しにくく

られていました。これがいつものアンのいたずらです。私は、学校で勤務していた間、ずっとバレ

ーボールシューズを履
は

いていました。教員に採用されたとき、「皆さんは、上履
う わ ば

きはシューズにし

なさい。シューズなら、非常
ひじょう

事態
じ た い

のとき子どもを安全なところに逃がすことができる。スリッパ

では、だめだ」と大先輩から言われていたためです。大先輩の言うとおりでした。バレーボールシ

ューズが、アンを安全な場所に逃がします。アンのお母さんに会うと「毎日学校であったことを話

してくれるんよ。ほんと、学校が楽しいみたい」と話されていました。小学校を卒業した後もアン

は友達を連れて、時おり家に遊びにきました。高校に入学できたことを報告にきて、「バイトする

ことにした」と言っていました。事情があってのことだろうから詳
くわ

しくは聞きませんでした。 

その年度末の早朝に、アンの親友から電話がありました。「昨日の夜、車にはねられてアンが亡

くなった」という震
ふる

えた声が聞こえてきました。連絡をもらった礼を言って電話を切り、アンの家

に向かいました。あれほど俊敏なアンが、車にはねられることがあるはずがない、と思いなが

ら。お母さんに案内され部屋に入ると、白い布団カバーのかかった布団と白いハンカチが見えま 

した。お母さんは「痛々しい顔をみてやって」と言い、白い薄布
うすぬの

を取りました。あざとすり傷のア 

（右ページに続く） 

 

赤毛のアン  

（左ページから続き） 

ンの顔が。「バイト帰り、夜の国道１１号を自転車で横断
おうだん

しているとき、対向車
たいこうしゃ

と衝突
しょうとつ

して１０ｍほ

ど飛ばされ、頭から道路に落ちたようです。見てやってください。このあざと傷、どれほど痛か

ったか…。相手の人は二十歳代の若い男の子で、高松から松山に向かっていたとのことで・・・」

とお母さんは、アンの傷だらけの顔をじっと見つめながら、淡々
たんたん

とした口調
くちょう

で話し続けました。

日が変わり、アンが見送られるとき、くやしさで眠ることができなかったアンの家族の姿と、少し

離れたところにアンの命を奪
うば

った男性の小さく震える姿がありました。彼もまた、事故後、アン

の家族同様眠ることが出来なかったにちがいありません。 

それから数年たった時、お母さんにばったり出会いました。「先生の顔を見ると、小学校から帰

って楽しそうに話していたあの頃のアンを思い出して・・・。忘れようとしていたのに・・・。お願い

です。もう顔を見せないでください。」と話されました。 

一人の人間の命が失われるということが、どれほど多くの人に、どれほど深刻
しんこく

な影響を与え

るか、「命の尊
とうと

さ」「人間の尊厳
そんげん

」は、「一人の人間としての存在」そのものに宿
やど

ると私は思いま

す。その人の功績
こうせき

、生き方を問わず、私はそう考えます。                     （館長） 

 

１月２１日(水)、熊本県
くまもとけん

阿蘇市
あ そ し

より「カルデラASO
あ そ

」（隣保館
りんぽかん

）運営審
うんえいしん

議会
ぎ か い

役員のみなさんが

視察研修のため、氷見交友会館に来館されました。当会館からは取組などについて説明し、

質疑
し つ ぎ

応答
おうとう

の時間には、お互い活発な意見が飛び交
か

い、大変有意義
ゆ う い ぎ

な時間となりました。1時間

半という短い時間ではありましたが、新しい出会いと交流を深めることができました。ありが

とうございました。 

 

カルデラ ASOのみなさんと記念撮影 

研
修
の
様
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1   休館日 2  3 4 5 6    7   休館日 

 生き生き健康体操 
13:00～ 

協力委員会総会 
19:00～ 

絵手紙教室 
13:30～15:30 

 石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

 歌謡教室 
13:30～15:30 

     

 楽書教室 
13:00～16:00 

     

8   休館日 9   10 11    12 13 14   休館日 

  人権を考える日 ひまわり会 
10:00～11:30 

パン教室⑥ 
9:30～12:30 

書道教室 
9:30～11:30 

 

  健康管理巡回相談 
10:00～12:00 

 茶道教室 
13:30～15:30 

消防訓練 
10:40～11:20 

 

  裂織サークル 
13:00～16:00 

 
 石鎚クラブ 

13:30～15:00 
 

15  休館日 16 17  18 19 20  休館日 21   休館日 

 楽書教室 
13:00～16:00 

ゆるっとふれあい喫茶 
13:30～15:00 

絵手紙教室 
13:30～15:30 

  

 歌謡教室 
13:30～15:30 

 ヨガ教室 
13:30～15:00 

   

       

       

22  休館日 23   24  25  26 27 28  休館日 

  裂織サークル 
13:00～16:00 

ひまわり会 
10:00～11:30 

茶道教室 
13:30～15:30 

福寿草(書道) 
9:30～11:30 

 

    人対協執行委員会 
13:30～ 

石鎚クラブ 
13:30～15:00 

 

     華道教室 
14:00～15:30 

 

29  休館日 30 31     

       

西条市氷見交友会館 

住   所： 〒793-0072 西条市氷見乙 1722番地 

： ０８９７ - ５７ - ７２４８ 

： himikoyukaikan＠saijo-city.jp 

： ～１７：００  

 ※ 土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始は閉館しています。 

３

氷見交友会館では、人
権、福祉、健康、職業、
生活、法律、教育、住宅
等の各種相談事業を随
時行っています。電話、
訪問での相談にも対応
いたします。 

お気軽にご相談ください 

３月の ふれあい喫茶は・・・ 
 

日時 ３月１７日(火) １３：３０～１５：００ 

    （骨密度の簡易な計測をします） 
 

場所 会議室（畳の間） ※申込はいりません 

 

※飲み物は準備しています。おやつは持ち込み OK です。 健康教室の後、自由に過ごしていきません

か？時間内ならいつ来られてもいつ帰られてもかまいません。ゆるっとふれあい喫茶、ちょっとのぞいて

みませんか？お待ちしています。

 

令和７年度も、残すところあとわずかとなりました。今年度も氷見交友会館の事業

にご協力とご支援をいただき、ありがとうございました。 

春分の日 

健康教室④ 
「骨粗しょう
症について」 
※左記に詳細 

今年度最後のパン教室です！ 

申込締切は 3/5(木)！ 

 

日時 3 月 日(木)        

        9：30～12：30   作るパン 
 

講師 土井 沙織 さん 

定員 10名程度（先着順） 

場所 氷見交友会館 調理室 

費用 材料費 700円程度 

準備 エプロン・三角巾・マスク・持ち帰り用の袋（容器） 

 

●桜の花のパン 

●ふわふわカップぱん 

氷見交友会館に ？

 13：30～は健康教室④ 

骨
こ つ

粗
そ

しょう 症についてのお話

（20 分程度）の後、骨
こ つ

密度
み つ ど

の簡易
か ん い

な計測をょます。 

 コルネとおやき

風のパンを作り

ました。いい具合
ぐ あ い

に焼き上がり、み

んなで焼き立て

を試食しました。 


